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市政だより 一一人口の動き

3 月 1 日現在

人口計 66.019+ 111 
男 31，759+ 80 
女 34.260+ 31 

世帯数 18.930 + 38 
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わ
た
し
た
ち
の

学
校
が
で
き
た

旭
が
丘
小
学
校

木場1丁目に建設していた旭が丘小学校 (横溝穂校長、児童 383人〉が完成、 4月6日に

戸島市長など関係者が出席して開校式がありました。

同校は、大村小学校を適正規模の学校にするため、1億 9886万円をかけて昨年9月から建

設していたもので、14番目の小学校です。

開校式では、 児童代表などによるテープカット、 校札の除幕がありましたが、子供たちは

旭が正小を立派な学校にし ようとはり きっています。
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昭 和 56年度

一般会計予算

市
政
執
行
に
当
つ

大
村
市
長

わ
が
国
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢

は
、
極
め
て
厳
し
い
情
況
の
下
に

あ
り
、
世
界
的
不
況
は
な
お
続
く

乙
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
国
内

に
お
い
て
も
経
済
不
況
は
深
刻
化

し
、
昭
和
五
十
六
年
度
国
家
予
算

を
み
ま
し
で
も
、
歳
出
抑
制
の
方

向
を
と
り
、
硬
直
化
し
た
財
政
を

建
て
直
す
べ
く
努
力
が
続
け
ら
れ

て
お
り
、
園
、
地
方
を
通
じ
て
多

大
の
財
源
不
足
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
と
し

て
、
市
民
に
密
着
し
た
地
方
行
政

の
向
上
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
硬
直
化
す
る
財
政
の
改

善
を
考
慮
し
つ
つ
、
市
民
生
活
充

実
の
基
盤
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

行
政
運
営
を
行
い
、
明
る
く
住
み

よ
い
大
村
市
の
建
設
に
ま
い
進
い

た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

て
戸

英

島

具
体
的
に
は
、
園
、
県
の
方
針

を
基
調
と
し
な
が
ら
‘
美
し
い
環

境
、
自
然
の
保
全
、
福
祉
及
び
医

療
の
充
実
、
教
育
の
振
興
、
社
会

資
本
の
整
備
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
求
め
て
お
ら
れ
る
も
の
の
実

現
の
た
め
の
配
慮
を
講
じ
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
の
予
算
編
成

に
当
り
ま
し
て
は
、
基
本
構
想
に

基
づ
く
諸
施
策
の
積
極
的
推
進
の

た
め
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事

業
か
ら
の
繰
入
金
を
前
年
度
並
に

確
保
す
る
と
と
も
に
、
経
常
経
費

の
節
減
と
抑
制
に
努
め
、
一
貫
し

た
事
務
事
業
の
見
直
し
と
、
使
用

料
、
手
数
料
の
適
正
化
な
ど
の
諸

方
策
を
進
め
る
中
で
、
財
政
の
健

全
性
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
経
済
振

興
施
策
を
実
施
す
る
に
当
り
、
厳

し
い
諸
情
勢
を
適
格
に
把
握
、
認

識
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
長

期
的
展
望
に
よ
る
事
業
の
選
択
を

し
な
が
ら
慎
重
な
行
財
政
の
運
営

を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
次
の
と
お
り
重
点
目
標
を

定
め
乙
れ
に
当
り
ま
し
た
。

O
出
張
所
の
建
設
に

.. 
・
・
・
・
六
千
百
万
円

。
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に

・・
・・
:
・
千
八
百
万
円

。
農
道
の
整
備
に

..•....... 

内
四
千
八
百
万
円

O
農
業
構
造
改
善
事
業
に

:
:
・
五
千
二
百
万
円

O
林
業
構
造
改
善
事
業
に

・・・
・
・
・
・
・
・
四
千
百
万
円

。
漁
港
の
改
修
に

・・・・・
・・
・
・
五
千
八
百
万
円

。
林
道
の
整
備
に

・
・
・
・
・
・
五
千
八
百
万
円

。
道
路
の
整
備
に

:
:
・
四
億
二
千
万
円

。
公
園
の
新
設
に

・・・・
・九
千
百
万
円

O
国
際
障
害
者
年
対
策
と
し
て

・
・
・
:
:
七
百
万
円

η
都
市
下
水
路
の
整
備
に

:
一
億
七
千
五
百
万
円

O
学
校
の
建
設
に

:一

億
七
千
六
百
万
円

O
住
宅
の
建
設
に

・
:
:
二
億
五
千
三
百
万
円

「主にこω 駄のー
使われま す

O
災
害
復
旧
〈
土
木
、
農
林
関

係
)
に

:
一
億
六
千
二
百
万
円

。
観
光
施
設
の
整
備
に

•.•
.•.••.• 

・・・
・
千
三
百
万
円

。
体
育
施
設
の
整
備
に

二
千
三
百
万
円

O
道
路
台
帳
の
整
備
に

:
:
四
千
二
万
円

。
高
令
者
ほ
か
医
療
費
に

:
二
億
六
千
七
百
万
円

。
国
保
会
計
に:

・
一
億
二
千
万
円

O
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に

・・・・・・六
億
九
千
五
百
万
円

。
病
院
会
計
に

・
・
・
・
・
三
億
三
千
八
百
万
円

。
水
道
会
計
に

:
・
五
千
万
円

。
簡
易
水
道
会
計
に

:
:
五
千
二
百
万
円

。
生
産
資
金
(
農
業
〉
預
託
金

と
し
て
:
:
・
一
億
四
千
万
円

O
中
小
企
業
振
興
預
託
金
と
し

て
:
:
:
:
:
:
二
億
六
千
万
円

。
清
掃
事
業
に

-
・
千
八
百
万
円

。
し
尿
・
塵
芥
処
理
に

••••• 

・
・
・
・
・
・
:
七
千
八
百
万
円

。
老
人
扶
助
費
ほ
か
に

:
:
:
:
:
:
二
億
千
二
百
万
円

。
重
度
障
害
者
福
祉
手
当
ほ
か

に
j

i
--
:
:
一
億
七
千
万
円

。
私
立
保
育
園
負
担
金
ほ
か
に

・・
・五
億
三
千
八
百
万
円

。
生
活
保
護
扶
助
費
に

・
・
・
・
・
・
・
・
・
十
億
四
千
五
百
万
円

。
公
債
費
元
利
償
還
費
に

・・
・・
・
・
・
・
・
九
億
三
千
四
百
万
円
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一一一調和のとれた都市づくり巴

す
な
わ
ち
、

①
生
活
環
境
の
整
備

②
産
業
の
振
興

③
教
育
及
び
地
域
社
会
の
振
興
整

備
④
市
民
福
祉
の
充
実

⑤
観
光
施
設
の
整
備

@
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

⑦
国
県
事
業
の
推
進

以
上
七
項
目
に
示
す
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

特
に
昭
和
田
十
九
年
度
か
ら
建

設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
公
共

下
水
道
は
本
年
度
か
ら
市
民
の
大

き
な
期
待
の
中
で
供
用
開
始
と
な

り
ま
す
が
、
特
別
会
計
を
設
定
し

そ
の
経
理
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
供
用
に
当
り
ま
し
て
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
を
図
る
た
め
、

水
洗
便
所
へ
の
改
造
は
資
金
を
貸

付
け
、
そ
の
利
子
も
全
額
補
助
す

べ
く
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
基
本
構
想
の

見
直
し
を
行
い
、
事
業
に
お
い
て

は
旭
が
丘
小
学
校
の
開
校
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
太
陽
熱
温

水
器
設
置
に
対
す
る
預
託
融
資
及

び
利
子
補
給
、
裏
見
の
滝
遊
歩
道

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
施
設
の
整

備
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指

す
体
育
施
設
の
整
備
充
実
、
農
民

研
修
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
各
種

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の
推
進

並
び
に
国
際
障
害
者
年
と
し
て
の

対
策
を
講
じ
た
も
の
な
ど
が
そ
の

施
策
の
一
部
で
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
当
初
予
算
の
規
模
で
あ

り
ま
す
が
、

@
一
般
会
計

百
三
十
億
一
千
万
円

@
特
別
会
計

六
十
六
億
四
千
万
円

マ
国
保
三
十
一
億
六
千
万
円

マ
簡
易
水
道
三
億
一
千
万
円

マ
下
水
道
三
十
一
億
七
千
万

円

@
企
業
会
計

三
百
五
十
三
億
八
千
万
円

マ
ボ

l
ト
三
百
十
七
億
九
千

万
円

マ
病
院
二
十
八
億
四
千
万
円

マ
水
道
七
億
五
千
万
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
い
た
し
ま
す
と

@
一
般
会
計
会
一
・
二
労
)

四
億
一
千
万
円

@
特
別
会
計

(一

0
・
七
労
)

六
億
四
千
万
円

@
企
業
会
計
会
一
・
七
労
)

十
二
億
七
千
万
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
税
は
個
々
の
税
目
に
つ

い
て
そ
の
動
向
を
把
握
し
、
地
方

財
政
計
画
を
勘
案
し
二
十
九
億
六

千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

固
に

お
け
る
財
政
措
置
を
勘
案
し
二
十

一
億

一
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は

社
会
保
障
関
係
国
庫
負
担
金
、

公

共
事
業
国
庫
補
助
金
な
ど
歳
出
に

見
合
う
額
を
交
付
基
準
に
基
づ
い

て
算
定
し
二
十
五
億
八
千
万
円
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

収
益
事
業
収
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
経
済
情
勢
の
見
通
し
、
過
去

の
実
績
、
事
業
の
あ
り
方
な
ど
検

討
し
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
前
年
と
同
額
の
二
十
五

億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
予

算
総
額
を
大
別
し
ま
す
と
、
投
資

的
経
費
が
二
十
六
億
六
千
万
円
、

消
費
的
経
費
が
四
十
五
億
七
千
万

円
、
そ
の
他
の
経
費
が
五
十
七
億

七
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
な
か

で
も
扶
助
費
二
十
九
億
円
、
他
会

計
繰
出
金
十
二
億
五
千
万
円
、
公

債
費
九
億
三
千
万
円
な
ど
の
伸
び

率
が
大
き
く
、
今
後
の
大
き
な
財

政
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
の
建
設
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
そ
の
緊
急
度
を
配
慮
し

内
容
を
十
分
に
検
討
し
て
予
算
に

計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
執
行
に

当
つ
て
は
慎
重
に
対
処
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

国、県支出金

32億3700万円

24.9% 



添
え
て
金
融
機
関
に
提
出
し
て

か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
融
資
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は

申
込
み
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
信
用
組
合
ま
た

は
商
工
観
光
課
へ

(
東
三
城
町
)
に
本
人
が
直
接

お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
金
融
機
関
所
定
の
借
入
申
告
書

②
所
得
証
明
書
、
印
鑑
証
明
な
ど

③
工
事
見
積
書

④
借
家
の
場
合
は
設
置
に
つ
い
て

の
家
王
の
承
諾
書

資
金
の
交
付
工
事
完
了
届
に
工

事
業
者
の
工
事
完
成
証
明
書
を

市
は
、
四
月
一
日
か
ら
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し
て
、
家

庭
用
太
陽
熱
温
水
器
設
置
融
資
制

度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
大
村
信
用
組
合

に
元
資
を
預
託
し
て
、
皆
さ
ん
が

低
利
で
容
易
に
利
用
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
制
度
を
ご
利
用
の
方
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
お
申
込
み
下
さ

(4) 

「太陽熱温水器 | 

I 設置資金を融資」

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

りおおむ

日
年
度
の
未
納
保
険
料
は

4
月
刊
日
ま
で
に

四
月
は
昭
和
五
十
五
年
度
分
の

し
め
く
く
り
の
月
で
す
。
去
年
の

四
月

i
十
二
月
ま
で
の
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
分
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

四
月
三
十
日
を
過
ぎ
た
場
合
は

す
で
に
お
送
り
し
て
い
る
納
付
書

で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
国
庫
納

付
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

面
倒
な
だ
け
で
な
く
、
五
月
以
降

に
事
故
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と

な
っ
た
と
き
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
一
度
お
確
か
め
下
さ
い
。

も
し
未
納
な
ら
ば
早
目
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

省エネ山一対策 i

四
期
分

(
一
・
二
・
三
月
分
)

の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ら

れ
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
は
な
い

か
、
も
つ
一
度
確
め
て
み
ま
し
ょ

・つ。

市政だより

く〉

く〉

O 

な
お
、
太
陽
熱
温
水
器
と
は
、

太
陽
の
熱
を
集
熱
器
に
よ
り
吸
収

し
て
温
水
を
つ
く
り
、
風
凡
な
ど

に
給
湯
す
る
簡
易
な
設
備
で
貯
湯

容
量
が
、
お
お
む
ね
二
百
リ
ッ
ト

ル
前
後
の
家
庭
用
の
も
の
を
い
い

ま
す
。

融
資
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人

①
市
内
に
居
住
し
、
市
内
に

建
築
ま
た
は
建
築
を
予
定

し
て
い
る
家
屋
に
家
庭
用

太
陽
熱
温
水
器
を
設
置
す

る
人

②
金
融
機
関
所
定
の
条
件
を

備
え
て
い
る
人

融
資
額
二
戸
当
り
五
万
円

ー
二
十
万
円

利
子
年
六
必

償
還
方
法
融
資
を
受
け
た

月
の
翌
月
か
ら
二
十
四
カ

月
以
内
の
割
賦
償
還

申
込
方
法
大
村
信
用
組
合

市
民
交
通
傷
害
保
検

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

4
月
か
ら
車
い
す
事
故
も

O 
K 

の
衝
突
、
接
触
な
と
で
傷
害
を

被
っ
た
場
合

以
上
の
よ
う
な
場
合
も
傷
害
保

険
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
ク
市
民

の
助
け
合
い
4

の
制
度
で
す
。
お

忘
れ
に
な
っ
た
り
し
て
、
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
方
は
早
自
に
加
入

?
レ
占
ま
?
レ
よ
v

つ。

申
込
用
紙
は
生
活
環
境
謀
、
各

出
張
所
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
保
険

料
(
一
口
日
四
百
八
十
円
)
を
添

え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

近
年
、
車
い
す
は
性
能
的
に
も

優
れ
た
も
の
が
開
発
さ
れ
、
身
体

障
害
者
の
通
行
手
段
と
し
て
、
広

く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
が
国
際
障
害
者

年
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
車

い
す
に
よ
る
交
通
事
故
傷
害
に
つ

い
て
も
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お

り
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

①
車
い
す
に
塔
乗
し
車
両
以
外
の

も
の
と
の
衝
突
並
び
に
車
い
す

の
つ
い
落
、
転
覆
に
よ
る
傷
害

な
と

⑨
塔
一
業
中
の
車
い
す
か
ら
の
転
溶

事
故
に
よ
る
傷
害

③
歩
行
者
が
運
行
中
の
車
い
す
と

納

入

通

知

書

を

発

送

し

し
た
ら
保
険
年
金
課
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
国
民
年

金
保
険
料
納
入
通
知
書
を
四
月
十

五
日
発
送
し
ま
し
た
。

万
一
、
お
手
も
と
に
届
か
な
か

っ
た
り
、
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま

「
ご

色コ

み

可
燃
物
と
不
燃
物
ま
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
，
Q

れ
た
場
所
に
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※ 

小
さ
な
親
切
で

心
が
か
よ
う

学
校
で

l
家
庭
で

l
街
角
で

l

深
め
よ

う

ωの

，

rt
L
 

豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)

き

ず

な

一

心
の
ふ
れ
合
い
の
あ
る
教
育
を
め
ざ
し
て

乙
乙
数
年
、
校
内
暴
力
、
暴
走

行
為
、
万
引
き
、
シ
ン
ナ
ー
・
接

着
剤
乱
用
な
ど
、
青
少
年
の
非
行

が
急
増
す
る
と
と
も
に
低
年
令
化

し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
悲
し
い
傾
向
は
、
心
を
忘

れ
た
も
の
中
心
の
社
会
的
風
潮
が

原
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
日
ほ
ど
心
の
大
切
さ
を
感
じ
さ

せ
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
県
教

育
委
員
会
で
は
県
下
全
域
で
「
心

の
ふ
れ
合
い
の
あ
る
教
育
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
教
師
と
児
童
生
徒

児
童
生
徒
同
士
、
教
師
同
士
、
そ

れ
に
教
師
と
保
護
者
が
、
家
庭
で

は
親
と
子
供
が
、
地
域
社
会
で
は

そ
乙
に
住
む
人
同
士
が
、
心
の
ふ

れ
合
い
を
通
し
て
相
互
理
解
と
信

頼
関
係
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
校

・
家
庭
・
地
域
社
会
の
三
者
が
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
次
の
時
代
を

担
う
県
民
を
育
成
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

ωゆ
と
り
の
時
間
な

ど
で
心
の
ふ
れ
合

い
を小

中
学
校
で
は

地
域
の
自
然
や
文

化
に
親
し
む
学
習

体
力
を
つ
く
る
た

め
の
活
動
、
汗
を

流
す
生
産
的
活
動

情
操
を
豊
か
に
す

る
た
め
の
活
動
を
通
し
て
、
高

校
で
は
、
校
区
内
の
清
掃
、
植

樹
園
芸
を
は
じ
め
地
域
の
施
設

・
道
路
・
パ
ス
停
・
海
岸
な
ど

の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
自
己

を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
自

主
性
、
協
調
性
、
根
気
強
さ
、

公
共
心
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。

凶
青
少
年
教
育
施
設
を
利
用
し
て

規
律
、
協
力
、
友
愛
、
奉
仕
の

精
神
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
ま

す。

同
全
日
制
高
校
へ
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
(
宿
泊
学
習
施
設
〉
を
年
次

的
に
建
設
し
、
施
設
利
用
を
通

し
て
教
師
や
級
友
と
の
心
の
ふ

れ
合
い
を
深
め
ま
す
。

凶
町
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
住
民

の
心
の
ふ
れ
合
い
を
。

ω豊
か
な
家
庭
づ
く
り
を
通
し
て

心
の
ふ
れ
合
い
を
。

(
学
校
教
育
課
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録

派
遣
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
l
ノ
神
父
の
よ

き
補
佐
役
を
務
め
た
の
が
、
メ

ス
キ
l
タ
神
父
で
し
た
。
乙
と

に
最
後
ま
で
使
節
を
率
い
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
赴
く
予
定
で
あ
っ

た
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
l
ノ
神
父
が
、

イ
ン
ド
の
ゴ
ア
ま
で
行
っ
た
と

き
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
よ
り
ゴ

ア
に
留
ま
る
よ
う
命
令
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
の
先
の
旅
程
は

ほ
ぼ
乙
の
メ
ス
キ
!
タ
神
父
の

責
任
の
も
と
に
つ
づ
け
ら
れ
る

乙
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

メ
ス
キ
l
タ
神
父
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
で
一
五
七
七
年
に
長

崎
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
大
分
で
日
本
語
を
学
び
、
安

土
(
京
都
)
の
教
会
や
セ
ミ
ナメスキータ神父

リ
オ
で
布
教
活
動
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、

一
五
八
一
年
に

ヴ
ァ
リ
ニ
ア
l
ノ
神
父
に
従
い

再
び
長
崎
に
朴
一
き
、
派
遣
固
に

加
わ
る
乙
と
に
な
る
の
で
す
。

四
少
年
の
惰
伴
者
と
し
て
、

あ
と
三
人
の
日
本
人
が
一
行
に

加
わ
り
ま
し
た
。
一
人
は
修
道

士
ロ
ヨ
ラ
、
そ
れ
に
コ
シ
ス
タ

ン
チ
ノ
・
ド
ラ
l
ド
で
す
。
乙

の
二
人
は
諌
早
出
身
者
で
し
た

ロ
ヨ
ラ
は
一
五
六
二
年
頃
の
生

ま
れ
で
、
出
発
時
に
は
二
十
歳

く
ら
い
の
青
年
で
し
た
。
彼
の

主
な
任
務
は
、
旅
行
中
に
四
少

年
達
に
日
本
語
を
教
え
た
り
、

臼
本
文
の
書
状
を
し
た
た
め
る

乙
と
で
し
た
。
現
在
彼
の
手
に

な
る
書
状
が
数
通
残
っ
て
い
ま

す
が
、
と
て
も
若
者
と
は
思
え

ぬ
程
の
達
筆
で
す
。

ま
た
、
も
う
一
人
の
諒
早
人

ド
ラ

l
ド
は
一
五
六
七
年
頃
に

生
ま
れ
、
四
少
年
と
ほ
ぼ
同
じ

年
令
で
し
た
。
タ
ド
ラ
l
ド
'

と
い
う
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

タ
金
細
工
師
'
の
意
味
に
あ
た

⑦ 
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
彼
は
金
細

工
を
業
と
し
て
い
た
た
め
に
、

こ
う
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
と
い
う
の
は
彼
の
任
務

は
、
活
字
印
刷
の
、
乙
と
に
活

字
鋳
造
の
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
で
し
た
の
で
、
そ
の
技
術
に

似
か
よ
っ
た
金
細
工
師
を
そ
の

任
に
あ
て
る
こ
と
は
十
分
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

も
う
一
人
の
楕
員
ア
ウ
グ
ス

チ
l
ノ
は
、
帰
国
後
も
彼
の
み

が
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
な
か

っ
た
た
め
に
、
そ
の
身
辺
は
不

明
で
し
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
家
松
田
毅
一
教
授
に
よ
っ
て

へ
ロ
ニ
モ
修
道
士
の
著
書
「
王

室
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
修
道
院
の

記
』
の
中
に
、
「
大
村
の
ア
ウ

グ
ス
チ
l
ノ
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
使
節

の
う
ち
の
原
マ
ル
チ
ノ
、
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
と
同
様
、
大
村
ゆ

か
り
の
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
の
で
す
。
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浩
一
射
と
検
診

-

妊

婦

教

室

五
十
六
年
度
か
ら
妊
婦
教
室
の

場
所
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し

た。〔
偶
数
月
〕
市
役
所
健
康
相
談
室

〔
奇
数
月
〕
中
地
区
公
民
館

な
お
、
五
月
は
次
の
と
お
り
で

妊婦教

ll寸
5/6 I 0はじめて母親となる心得

|。妊娠中の保健
(第1回)1。映画、生命の創造、

5/131 。妊娠中の栄養のとり方〈貧血食の実習〉
|。安産のために(補助動作、妊婦体操の実習)

(第2回)1
1 0産後の保健

5/20 1。育児(乳房マッサージの実習・赤ちゃんの入浴}

l i tのさせ方育ーえ方 / (第3田)1。映画すばらしい母乳、 ， 

5/27 。乳幼児の環境と性格
(第4回)。家庭の幸せのために(家族計画)

手呈
，ヂ'"
廿

日室

す。場
所
中
地
区
公
民

館
(
中
央
町
パ
ス

停
下
車
)

時
間
午
後
一
時

t

四
時(

生
活
環
境
課
)

-
3歳
児
健
康

診
査

[日|潮 目 |病医院名 |所在地 |闇

外科 ・内科 田崎医院古1丁町目 13-1234

耳鼻咽喉科海江 田医院武部 郷2-3329

諏3丁訪目

内 科本郷 医 院 武部郷2-3659 

ーの郷5-8517 

内 科 大 薗 内 科 松1丁並目 4-5546 

産・ 婦人科 大中村央産婦人科 杭出津郷2-3850 
10 

外・皮膚科 中島外科 西三城町2-3875 

竹松本町5-3530
17 

本西大村町 2-6015 産・ 婦人科 後藤産婦人科

M 婦人・内科 1大黒野木婦担人尿科制内科I原F口E町||5-4450 
泌 尿 器 科 4-0211 

内 科 沢田医院 荒甑郷5-7603 
31 

西本大村
町

整形外科 松永整形外科 3-58641 

5月の日曜・祭日当番医

※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

対
象
昭
和
五
十
二
年
十
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
周

年
四
月

t
九
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
三
日
、
午
前
九

時

i
九
時
三
十
分
、
午
後
一
時

l
一
時
三
十
分
受
付

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
今
月
の
対
象
者
に
は
個

人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

午前9時~午後s時

( 場すじ相 康 なに血 康
境生室 康 役所。て 談にど な圧相一
課 活 相所 いに関、るが 談 般
) 環 談健市 ま応す健人気は健

診療時間

5 月の健康

内
9: 00.......11: 00 

妊 婦相談

乳 幼 児相 談

乳 幼 児相 談

-
妊
婦
と
乳
幼

児
の
健
康
相

談
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育

栄
養
、
し
つ
け
の
面

で
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
生
後
五
カ

月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

※
保
健
所
の
第
一
回

の
乳
児
相
談
は
祭

日
(
五
日
〉
に
あ

た
り
ま
す
の
で
休

み
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

¥--.1' 

5 月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 時 間

7 13:30.......15:00 福 重出張所 妊婦 と乳幼児

9:30.......11:00 
11 

13:00-15:00 
竹 松出張所 乳幼児

12 9:30.......10:00 大 村 保 健 所 生後5""'7カ月の乳児

19 9:30.......10:00 大村保健所 生後8カ月以上の乳児

25 9:30-11:00 三 浦出張 所 | 妊婦と乳幼児

話
-
危
険
物
取
扱
者
試
験

と
準
備
講
習
会

願
書
受
付
四
月
二
十
日

t
二
十

五
日
ま
で

〔
丙
種
)

試
験
日
六
月
七
日
(
日
)

準
備
講
習
会
五
月
三
十
一
日

講
習
会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
西

三
城
町
)

願
書
受
付
四
月
二
十
日

t
二
十

五
日
ま
で

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
(
雷
②

ー
四
一
一
一
一八
)
へ

(乙
種
〕

試
験
日

六
月
七
日
(
日
)

準
備
講
習
会
五
月
二
十
一
日
、

二
十
二
日

講
習
会
場

諌
早
市
勤
労
者
福
祉

会
館
(
諌
早
市
宇
都
町
)
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※ 

下
水
道

ス
ポ

i
ツ

• ボ全
協 l日

ル本
チ男
i子
ムパ
来レ
る i

日
時
五
月
十
六
日
(
土
)

〔開
館
〕
正
午

〔
試
合
開
始
〕
午
後
二
時

場
所
市
民
体
育
館

試
合

全
日
本
男
子
×
全
日
本
大

住
み
よ
い
町
の

学
男
子

入
場
整
理
券
(
前
売
券
)

〔
一
般

・
高
校
〕
千
円

〔
小
・
中
学
生
〕
三
百
円

※
市
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
居
、
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
員
宅
で
販
売

主
催
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

後
援
市
教
育
委
会

圃
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室

初
心
者
を
対
象
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

期
間

五
月
十
七
日

t
七
月
十
九

日
ま
で
(
十
回
、
毎
週
日
曜
日

午
前
九
時

t
十
一
時
)

場
所

放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場

一
司
ム
民
引
川
勺
j
一

一

一一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一

一

指

一

ー

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

¥

一

一

「

L

/

l

i

l

l

i

t

-

-

-

一

一

宣

彦

思

ー

…

目

時

五

月

七

日

一

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

午

前

十

時

t
午
後
三
時
一

一

日

時

四

月

二

十

八

日

記

ι創
設

…

一

一

午

前

十

時

t
午

後

三

時

(

毎
月
第
二
金
曜
日
)
一

一
一
人
住

(31)相
談

」

日

時

五

月

八

日

一

一

(

毎

月

第

一

木

曜

日

)

午

前

九

時

三

十

分

t
正
午
一

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

午
前
十
時
三
十
分

対

象

小

学

一
年

t
中
学
三
年
生

定
員

三
十
人
程
度

参

加

費

無
料

(
た
だ
し
保
険
加

入
金
を
当
日
い
た
だ
き
ま
す
〉

申
込
方
法

五
月
六
日
ま
で
に
直

接、

教
育
委
員
会
体
育
課

へ

主

催

市

教
育
委
員
会

主
管
大
村
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会

※
詳
し
く
は
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局

(
吉
村
富
④

ー
一

O
二
四
)
へ

-
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

初
心
者
を
対
象
に
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
方
か
ら
簡
易
な
ゲ
l
ム
が
で

き
る
ま
で
を
勉
強
し
ま
す
。

期
間

五
月
十
日

l
七
月
十
二
日

ま
で
(
十
回
、
毎
週
日
曜
日
、

午
前
九
時

t
十
一
時
)

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
市
民
(
男
女
年
令
は

問
わ
な
い
)

定
員
約
二
十
人

参
加
費

無
料

(
た
だ
し
保
険
加

入
金
を
当
日
い
た
だ
き
ま
す
〉

指
導
者
江
頭
和
男
さ
ん
ほ
か
四

人
〈
大
村
市
硬
式
庭
球
協
会
員
)

申
込
方
法
四
月
三
十
日
ま
で
に

直
接
、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
大
村
市
硬
式
庭
球
協
会

※
詳
し
く
は
硬
式
庭
球
協
会
事
務

局

(
江
頭
雷

@
1
0
一
七
三
)

J¥ 
闇
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大

4
2
 

日
時

五
月
五
日

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
市
民

(男
女
年
令
は

問
わ
な
い
)

試
合
形
式
ダ
ブ
ル
ス
、
ト
!
ナ

メ
ン
ト
方
式

参
加
費

申
込
先
・
問
合
せ
先
市
硬
式
庭

球
協
会
事
務
局
(
江
頭
曾
@
l

C
一
七
三
)

主
催
大
村
市
硬
式
庭
球
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

五
百
円

圃
第

8
回
市
民
オ
リ
エ

ン
テ

l
リ
ン
グ
文
会

成
績

三
月
十
五
日
、
市
教
育
委
員
会

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔8
キ
ロ
一
般
の
部
〕
①
藤
本
康

尚
組
②
宮
田
美
知
子
組
③
田
代
清

人
組〔6

キ
ロ
家
族
の
部
〕
①
出
口
秀

喜
組
②
今
村
秀
嗣
組
③
井
田
明
組

募

集

鴎
働
く
人
び
と
の
職
場

体
験
記

日
本
労
働
協
会
で
は
、

職
場
で

働
く
人
、

技
能
訓
練
過
程
に
あ
る

人
の
体
験
や
そ
れ
に
基
つ
く
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

次
の
う
ち
か
ら
一
つ
を

選
ん
で
下
さ
い
。

。
職
場
と
私

。
技
能
に
生
き
る

応
募
枚
数
回
百
字
詰
原
稿
用
紙

四

t
六
枚
(
原
稿
用
紙
の
第
一

ペ
ー
ジ
に
住
所
、
氏
名
、
年
令

職
業
を
明
記
す
る
こ
と
。
ま
た

職
業
訓
練
生
は
そ
の
旨
を
明
記

す
る
乙
と
)

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
資
格

職
場
で
働
く
人
、

職

業
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

応
募
締
切

五
月
九
日

送
り
先
日
本
労
働
協
会
「
働
く

人
び
と
の
職
場
体
験
記
」

係

(
東
京
都
港
区
芝
公
園
一

E

・I-
七

|
六
、
中
退
金
ビ
ル
)

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

園
市
民
農
園
参
加
者

日
時

〔
開
園
〕
五
月
十
日
(
日
)

※
受
付
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

現
地
で
行
い
ま
す
。

白川公
園
)
十
一
月
三
十
日

場
所

富
の
原

一
丁
目

参
加
費

一
区
画
H
干
円

区
画
面
積
・
区
一
明
数

三
坪

・
百
十
区
画

一区
画
H

申
込
方
法
四
月
三
十
日
ま
で
に

大
村
青
年
会
議
所
(
杭
出
津
一

丁
目
七
七

O
、
電
③
i
六
三
九

一
)
へ

※
申
込
み
は
電
話
で
結
構
で
す
。

申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
。

宝
催

大
村
青
年
会
議
所

後
援

大
村
市
農
協
青
年
部

(
商
工
観
光
課
)

置
婦
人
健
康
ク
ラ
ブ

「
木
ょ
う
会
」
会
員

日
時
毎
週
木
曜
日
(
午
前
十
時

ー
正
午
ま
で
)

場
所

市
民
体
育
館

内
同 情

;e. 

リ
ズ
ム
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

ゲ
ー
ム
な
ど

対
象

一
般
婦
人

※
入
会
希
望
者
は
木
曜
日
に
体
育

館
へ

(
体
育
課
)
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…
各
種
教
室
の
案
内

|
中
央
公
民
館
|
…

一
(
コ
ミ
ュ
-
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)
…

"
受
付
開
始
四
月
二
十
日
…

…
※
各
教
室
定
員
に
な
り
ま
し
…

た
ら
締
切
り
ま
す
。
…

…
申
込
方
法
電
話
で
中
央
公

H

民
館
〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
…

ン
タ
l
内
、
雷
④
|
三
一

六
一
)
へ

…
受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
…

実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
)

-
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

は
さ
み
を
使
用
し
な
い
で
、
和

紙
の
毛
ば
立
ち
を
生
か
し
て
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
で
、
手
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
味
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教

室
を
聞
き
ま
す
。

期
間
五
月
十
三
日

t
七
月
二
十

二
日
(
十
一
回
、
毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
三
十
分

t
三
時
三
十

分
)

対
象
・
定
員

成
人
、
三
十
人

講
師
団
原
清
子
先
生
ハ
創
作
紙

芸
上
級
師
範
)

-
家
庭
料
理
教
室

季
節
感
を
大
事
に
家
庭
に
帰
っ

て
喜
ば
れ
る
よ
う
な
家
庭
料
理
教

室
を
聞
き
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
日

2
十
月
二
十

一
日
(
十
一
回
、
毎
月
第
一
・

第
三
水
曜
日
、
午
後
一
時
三
十

分

t
三
時
三
十
分
〉

対
象
・
定
員
成
人
(
婦
人
)

三
十
六
人

講
師
柳
原
淳
先
生
(
諌
早
料
理

学
院
)

回
や
さ
し
い
大
正
琴
教

室
初
心
者
を
対
象
に
ナ
ツ
メ
ロ
を

中
心
と
し
た
や
さ
し
い
大
正
琴
教

室
を
聞
き
ま
す
。
な
お
、
琴
を
持

つ
て
な
い
方
は
琴
代
ハ
一
万
六
千

円
程
度
)
が
必
要
で
す
。

期
間
五
月
十
二
日

1
七
月
二
十

一
日
(
十
一
回
、
毎
週
火
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
1
三
時
三
十

分
)

対
象
・
定
員
成
人
、
三
十
五
人

講
師
浜
崎
三
郎
先
生
(
元
高
校

教
諭
)

-
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

教
室

グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
職
場
、
家

庭
で
応
用
で
き
る
レ
ク
リ
ェ
シ
ョ

シ
の
基
本
的
な
技
術
を
学
び
、
仲

間
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
教
室

で
す
。

期
間
五
月
十
四
日
1
七
月
九
日

(
五
回
、
毎
月
第
二
・
第
四
木

曜
日
、
午
後
七
時
2
九
時
)

対
象
・
定
員
成
人
、
三
十
人

講
師
大
村
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
プ

一
各
種
教
室
の
案
内

|
中
地
区
公
民
館
|
…

一
受
付
開
始
四
月
二
十
三
日
…

一
※
各
教
室
定
員
に
な
り
ま
し
…

た
ら
締
切
り
ま
す
。

…
剛
込
方
法
電
話
か
直
接
、

中
地
区
公
民
館
(
富
@
!
日

一
三
七
六
)
へ
、
ハ
ガ
キ

で
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

一
受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
…

実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
)

-
手
づ
く
り
絵
本
教
室

絵
本
づ
く
り
を
通
し
て
、
絵
本

の
世
界
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い

※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

の
場
を
深
め
ま
す
。

期
間
五
月
十
六
日

t
一
月
二
十

三
日
(
二
十
回
、
毎
週
土
曜
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時
三

十
分
、
八
月
は
休
講
、
九
月
か

ら
月
二
回
の
予
定
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
表
現
方
法
、
手
づ
く
り
絵

本
が
で
き
る
ま
で
、
製
本
に
つ

い
て
ほ
か

講
師
秋
山
和
子
先
生

-
写
真
の
写
し
方
教
室

写
真
の
写
し
方
の
技
法
を
や
さ

し
く
解
説
し
、
写
真
の
楽
し
さ
を

さ
ぐ
り
ま
す
。

期
間
五
月
十
三
日

t
七
月
十
五

日
〈
十
回
、
毎
週
水
曜
日
、
午

前
十
時
1
正
午
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
カ
メ
ラ
の
扱
い
方
、
写
し

方
、
写
真
の
整
理
ほ
か

講
師
飯
野
健
二
先
生

-
紙
ね
ん
ど
人
形
教
室

人
形
づ
く
り
を
通
し
て
、
創
作

の
楽
し
さ
と
仲
間
づ
く
り
を
も
と

め
ま
す
。

期
間
五
月
十
八
日

1
七
月
十
三

日
(
九
回
、
毎
週
月
曜
日
、
午

前
九
時
三
十
分
1
十
一
時
三
十

分
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

講
師
大
塚
美
津
代
先
生

-
古
典
を
読
む
教
室

|

|
源

氏

物

語

i
i

源
氏
物
語
を
通
し
て
、
古
典
を

読
む
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

期
間
五
月
十
四
日

t
七
月
九
日

(
十
回
、
毎
週
木
曜
日
、
午
後

七
時
l
九
時
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
古
典
と
は
ど
ん
な
も
の
か

源
氏
物
語
の
概
況
解
説
ほ
か

講
師
山
本
武
美
先
生

-
料
理
教
室
A

コ
l
ス

家
庭
料
理
の
基
礎
を
各
季
節
を

お
っ
て
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
七
日

1
二
月
三

日
(
十
回
、
毎
月
第
一
水
曜
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時
三

十
分
、
五
月
は
第
四
水
曜
日
〉

対
象
・
定
員
婦
人
、
三
十
人

内
容
各
季
節
の
家
庭
料
理

講
師
浦
川
鈴
子
先
生

-
料
理
教
室

B
コ
i
ス

家
庭
料
理
の
基
礎
を
楽
し
く
学

習
し
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
一
日

t
九
月
二

十
四
日
(
十
回
、
毎
月
第
三
・

第
四
木
曜
日
、
午
前
九
時
三
十

分

t
十
一
時
三
十
分
〉

対
象
・
定
員
婦
人
、
三
十
人

内
容
夏
の
家
庭
料
理
ほ
か

講
師
柳
原
淳
先
生

-
夜
の
料
理
教
室

昼
間
の
料
理
教
室
に
参
加
で
き

な
い
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。

期
間
五
月
十
三
日

1
二
月
十
日

(
十
回
、
毎
月
第
二
水
曜
日
、

午
後
七
時

t
九
時
〉

対
象
・
定
員
婦
人
、
三
十
人

内
容
各
季
節
の
家
庭
料
理

講
師
山
口
貞
子
先
生

-
乳
幼
児
教
室
「
子
ど

も
の
食
事
と
学
習
」

子
ど
も
の
食
事
の
あ
り
方
、
実

習
と
親
の
学
習
、
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
六
日
J
九
月
二

十
二
日
(
十
回
、
原
則
と
し
て

毎
週
火
曜
日
、
日
程
が
変
わ
る

場
合
も
あ
る
。
午
前
十
時

t
正

午
)

対
象
・
定
員
母
親
、
二
十
人

内
容
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
、
料
理

実
習
、
子
ど
も
の
成
長
と
学
習
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※ 

空
力

も

よ

お

し

目
新
し
い
都
市
づ
く
り

講
演
会

市
は
新
し
い
都
市
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
講
演
会
を

開
催
L
ま
す
。
折
角
の
機
会
で
す

か
ら
多
数
ご
来
場
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
七
日

午
後
二
時

t
五
時

閑静で家庭的な
親しみやすい雰囲気・・・・・・市民の厚生施設

小浜温泉~.みるえ孟
o 小浜ω95n) 4 ""2383 
または大村市社会福祉協議会宿泊係・ 8 ③1351

ン

は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室

講
師
都
留
大
治
郎
先
生
(
九
州

大
学
経
済
学
部
教
授
)

演
題
新
し
い
都
市
づ
く
り

入
場
料
無
料

(
企
画
課
)

-
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

(
下
水
道
終
末
処
理

場
)
施
設
見
学
会

市
は
、
四
月
か
ら
下
水
道
の
一

部
処
開
始
理
に
伴
い
、
下
水
道
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
大
村
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

(
下
水
道
終
末
処
理
場
)
の
施
設

見
学
会
を
行
い
ま
す
。
ど
希
望
の

方
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
車
い
す
で
の
見
学
も
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

期
間
五
月
一
日

t
二
十
九
日
ま

で
(
土
曜
、
日
曜
、
休
日
を
除

く〉

申
込
方
法
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

(
松
山
町
、
宮
③

|
O
O六
六
)

へ
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

-
殉
国
者
春
季
慰
霊
祭

県
奉
賛
会
主
催
に
よ
る
春
季
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
@

日
時
四
月
二
十
三
日

午
前
十
時
三
十
分

県
護
国
神
社
《
長
崎
市
域

場
所

栄
町
)

※
遺
族
の
章
な
ど
、
お
問
合
せ
は

福
祉
課
へ

-
文
化
基
金
づ
く
り
パ

ザ

i

大
村
市
文
化
協
会
で
は
、
文
化

の
香
り
高
い
大
村
市
実
現
の
た
め

に
、
市
民
総
参
加
の
文
化
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動

資
金
と
し
て
市
と
協
力
し
て
基
金

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
品
物
を
格
安
で
お
ゆ
ず

り
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
五
月
十
日
〈
日
)

午
後
二
時

t
四
時
ま
で

場
所
親
和
銀
行
大
村
支
庖
前

(
ア
ー
ケ
ー
ド
内
)

パ
ザ
l
出
品
物

。
美
術
、
工
芸
品
、
盆
栽
な
ど

。
家
具
、
家
庭
用
品
、
子
供
用
自

転
車
な
ど

(
社
会
教
育
課
)

-
さ
く
ら
荘
創
立

9
周

年
記
念
演
芸
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら

荘
」
で
は
、
創
立
九
周
年
を
記
念

し
て
演
芸
会
を
開
催
し
会
す
。
ふ

る
っ
て
ど
来
館
下
さ
い
。

日
時
五
月
一
日
、
午
前
十
一
時

ー
午
後
三
時

場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

く
ら
荘
」

入
館
料
無
料
(
た
だ
し
六
十
歳

以
上
の
市
内
居
住
者
)ハ

福
祉
課
)

場
所
大
村
駐
と
ん
地
営
庭

内
容
運
動
会
(
町
内
対
抗
競
技

な
ど
)
、
音
楽
演
奏
ド
リ
ル
、

模
擬
演
習
、
仮
装
行
列
、
野
外

売
庖

※
当
日
は
午
前
八
時

t
午
後
三
時

ま
で
駐
と
ん
地
を
開
放
し
ま
す

-
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐

と
ん
地
創
立
問
周
年

記
念
運
動
会

日
時

四
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
九
時

t
午
後
三
時

一

国

際

障

害

者

年

講

師

篠

倉

千

鶴

子

さ

ん

(

県

一

朗

読

奉

仕

会

会

長

)

一

一

s完
全
参
加
と
平
等

S

申
込
先
福
祉
課
ま
た
は
福
祉
一

R--

セ
ン
タ
ー
内
大
村
市
身
障
連
一

一

ご

存

じ

で

す

か

事

務

局

へ

一

申

込

締

切

四

月

三

十

日

一

一

@

点

字

講

習

会

市

身

障

連

事

務

局

(

曾

③

一
大
村
市
視
力
障
害
者
協
会
で
|
七
O
O
一
一
〉
へ
火
・
木
・

0

0

0

一

土
曜
に

一
は
、
視
力
障
害
者
(
盲
人
)
の

一
方
が
一
人
で
も
多
く
点
字
の
図
※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
目
一

一
書
を
読
み
、
ま
た
、
選
挙
の
と
@
朗
読
奉
仕
員
を
募
集
日
時
五
月
十
六
日
〈
土
)
一

一

き

点

字

投

票

が

で

き

る

よ

う

に

午

後

一

時

t
三

時

一

一
な
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
行
い
大
村
市
視
力
障
害
者
協
会
で
場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
一

一

ま

す

。

は

、

盲

人

に

対

し

声

の

図

書

の

一

製
作
な
ど
、
朗
読
の
奉
仕
を
し

0

0

0

一

一
期
間
五
月
十
日

t
七
月
十
二

て

下

さ

る

方

を

募

集

し

て

い

ま

一

一
日
ま
で
(
毎
週
日
曜
日
、
午

す
。
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
@
手
話
講
習
会
開
講
式
一

目

前

十

時

1
正
午
)

一
場
所
福
祉
セ
ジ
タ
l

で
、
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
日
時
四
月
二
十
二
日
一

一

申

込

先

解

と

熱

意

の

あ

る

方

の

参

加

を

午

後

六

時

か

ら

一

一

、

M
P
L

福

祉

課

お

待

ち

し

ま

す

。

※

四

月

一

日

号

に

は

、

四

月

二

一

m
vv
』

ま

た

は

期

間

五

月

十

日

t
七
月
十
二
十
五
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
一

一

E

肝

W
R
福
祉
セ
日
ま
で
(
毎
週
日
曜
日
、
午
間
違
い
で
す
。
お
わ
び
し
て
一

一

・

宅

、

副

ン

タ

l

後

一

時

主

一

時

)

訂

正

し

ま

す

。

一

一

〆

罰

、

内

大

村

場

所

福

祉

セ

シ

タ

1

(

福
祉
課
)
一



川
切1

i
 

(
 

り

-
第

3
回
特
別
弔
慰
金

の
請
求
を
受
け
つ
け

て
い
ま
す

おお む

戦
没
者
の
遺
族
で
、
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
た
人
が
、
昭
和
五
十
年
四
月
一

日

t
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
聞
に
受
給
権
を
失
く
し
、
受

給
す
る
人
が
全
く
い
な
く
な
っ
た

遺
族
と
元
陸
海
軍
部
内
の
判
任
官

な
ど
で
、
文
官
と
し
て
死
亡
し
た

乙
と
に
よ
り
、
そ
の
遺
族
が
公
務

市政だより昭和56年 4月15日
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一

5
月

1
日

か

ら

諸

証

明

H

一
件
百
円

V
転

一

出
証
明
書
交
付
H

一
件
百
二
十
一

一

r諸
手

数

料

ガ

変

わ

り

「

ま

いす

:

円

V
税
務
に
関
す
る
証
明
~

n
一
枚
百
円

V
公
簿
ま
た
一

一

乙

の

た

び

手

数

料

及

び

市

税

〔

新

手

数

料

]

は

図

面

の

閲

覧

H

一
簿
冊
百
円
一

一
督
促
手
数
料
、
税
外
収
入
督
促

V
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
附
票
の

V
市
税
督
促
手
数
料
H
七
十
円
一

写
し
H

一
枚
百
円

V
印
鑑

V
税
外
収
入
督
促
手
数
料

n
七

一

一
手
数
料
の
額
が
改
正
さ
れ
、
五

に
関
す
る
証
明
H

一

枚

百

円

十

月

一

一
月
一
白
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ

V
住
民
基
本
台
帳
な
ど
の
閲
覧
〈
市
民
課
、
税
務
課
)
一

一
り
ま
す
。

H

一
件
百
円

V
そ

の

他

の

一

扶
助
料
を
受
給
し
て
い
た
が
、
そ

の
人
が
死
亡
し
た
た
め
、
受
給
権

を
失
く
し
た
遺
族
に
対
し
六
年
償

還
の
国
庫
債
券
(
額
面
十
二
万
円
)

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
市
福
祉
課
で

申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

• まハ重
すガ度

キ 身
を体
差障
し害
上者
げ{こ

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
協
調
運
動
に
ち
な
む
郵
便
ハ
ガ

キ
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、

重
度

障
害
者
の
方
に
ハ
ガ
キ
を
差
し
上

げ
ま
す
。

希
望
者
は
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
お
近
く
の
郵
便
局
へ
お
・
申
し
出

下
さ
い
。
代
人
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
郵
便
で
申
し
出
る
場
合

は
、
本
人
の
手
帳
番
号
、
級
別
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
記
入

し
印
か
ん
を
押
し
て
郵
送
し
て
下

さ
い
。

対
象
者

重
度
身
体
障
害
者
(
一

級
・
二
級
)
で
手
帳
を
持
っ
て

い
る
六
歳
(
三
月
三
十
一
日
現

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

国

際

障

害

者

年

事

業

ヘ

マ

大

村

高

校
三
年
生
(
筒
口
彰

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

一
番

一興

事

い

)
敬

称

略

マ

辻

四

郎

(

鬼

橋

町

・

亡

父

鶴

マ

富
永
敏
雄
(
皆
同
郷
・
亡
母
マ
更
生
義
肢
製
作
所
(
長
崎
市

子

ほ

か

二

人

)
慈
恵
荘

へ
衣
類

一

・
上
村
惣
吉
)
心
身
障
害
者
福

つ
く
ろ
い
も
の
ほ
か

マ
わ

か

一

一

文

化

基

金

へ

吉

)

十

万

円

マ

小

林

覚

(

木

敏

子

)

慈

恵

荘

へ

三

十

万

円

祉

セ

ン

タ

ー

機

能

訓

練

室

に

カ

ば

保

育

園

児

H

慈
恵
荘
へ

歌
と

一

一

マ

開

マ

サ

エ

(

一

の

郷

・

亡

長

場

二

丁

目

・

亡

父

繁

)

五

万

円

マ

吉

川

カ

ズ

ヱ

(

松

並

一

丁

目

演

奏
慰
問

マ
大
村
高
校
三
年
一

ー
ペ
ッ
ト
敷
込
工
事

マ
林

田

一

一

男

義

幸

)

二

十

万

円

マ

広

田

マ

渡

辺

イ

ク

ヱ

(

片

町

・

亡

夫

・

亡

夫

昇

)

大

村

市

手

を

つ

な

生

(

加

藤
真
奈
美
ほ
か
一
人
)

国
夫

(
田
の
平
町
)
五
万
円

一

和

敏

(
玖
島
郷
・
亡
父
勇
作

)

芳

明

)

十

万

円

マ

鹿
取

進

ぐ

親

の

会
へ
五
万
円

慈
恵
荘

へ
老
人
の
身
の
ま
わ
り
一

社
会
福
祉
協
議
会
へ

一

十

万

円

(

原

口

町

・

亡

父

茂
夫
)
十
万

¥

ー

ら

ノ

の
世
話

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路

町

一

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

円

マ

末

岡
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観
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